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まち・ひと・しごと創生総合戦略の 
進捗管理について（Ｒ５決算） 

Ⅰ はじめに 

 本市においては、「南あわじ市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下「総合

戦略」という。）を策定し、人口減少や地域活力の低下等の課題解消に対する取

り組みがスタートしており、4つの基本目標のもと規定した３５件の具体的な施

策を如何に効率的で効果的に展開していくかが求められています。 

そのため、当該戦略においては、確実な成果を達成するため、施策と対応させ

た４２件の客観的な重要業績指標（KPI）を設定し、実績と状況に応じて事業内

容を見直す（PDCAサイクルにより戦略を実践する）こととしています。 

 このたび、令和５年度に実施した施策について内部評価を実施しました。 

 

Ⅱ 南あわじ市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

(1) 計画期間 

  〔人口ビジョン〕   令和２年度～令和４７年度（46年間） 

  〔地域創生総合戦略〕 令和２年度～令和６年度（5年間） 

 

(2) 基本目標 

基本目標 I 地域ぐるみで支えあい、笑顔がたえないまち 

子育て世代や若者、高齢者を含めた各世代が、まちづくりや防災などの地域活動への参加

を通じて地域ぐるみで支えあい、地域の住民全てが安心して笑顔で暮らせるようなまち

づくりをめざす 

 

基本目標Ⅱ 働く場を得て、ずっと住み続けたいまち 

若者が本市にずっと住み続けたいと思えるよう、働く場や住居の充実と情報提供する仕

組みを整え、既存産業が活性化するとともに、地域資源を活かした新たな起業機会に恵ま

れたまちをめざす 

 

資料１ 



-2- 

 

基本目標Ⅲ 魅力と味力があふれるまち（ふるさと） 

「ふるさとを思う心」（郷土愛）を育み、定住する次世代の若者の育成をめざすとともに、

自然や歴史・文化など本地域が古来保有する「魅力」に加え、本地域の特色である一次産

業の持つ力を「味力」と位置づけ、「魅力」と「味力」の両面から新たな価値を創出し、

観光・交流人口や関係人口の増加による活気あふれるまちをめざす 

 

基本目標Ⅳ 子育て環境の向上と教育の充実 

子どもたちが安全で安心して学ぶことのできる環境を整備するとともに、より一層子育

て環境を充実させることで、各家庭がゆとりをもって子育てできるまちをめざす 

 

 

(3) 進捗管理 

総合戦略では、各事業に関する実績報告及び活動予定について、外部有識者

等で構成する総合戦略検証委員会等にて評価、検証、見直し等を実施すること

としています。 
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Ⅲ 実施状況の評価、進捗の管理 

１ 評価内容及び評価基準 

(1) 令和５年度において実施した３５施策について、４２の重要業績指標（Ｋ

ＰＩ）をもとに『達成度』の評価を実施しました。 

(2) 評価基準は次表のとおり。 

区分 評価（達成状況） 

Ａ 目標達成に向けて概ね順調 

Ｂ やや遅れが生じており、取り組みを加速化させる必要がある 

Ｃ 遅れが生じており、さらなる取り組みが必要 

D このままでは目標達成が困難 

－ 計画の見直し等に評価を保留としたもの 

 

 

 

(3) 前号の評価基準において評価した結果を基に、評価が特に『D』と判断さ
れた項目については、見直しの対象として今年度中に改善・改革の実施を必須
とします。 

 
 

２ 施策の取組状況（令和５度の取組結果） 

 (1) 評価基準に基づく実施状況 

区分 

令和５年度施策 

該当指標数 構成比 

A １６件   ３８．１％   

B １９件   ４５．２％   

C ５件   １１．９％   

D ０件   ０％   

― ２件   ４．８％   

合計 ４２件   １００．０％   

 

 


